
年 金年 金
　
国
民
年
金
に
は
収
入
の
減
少
や

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

免
除
に
は
、
全
額
免
除
、
４
分
の

３
免
除
、
半
額
免
除
、
そ
し
て
４

分
の
１
免
除
の
４
つ
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
免
除
が
承
認

さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
・
障
害
・

遺
族
の
各
基
礎
年
金
に
つ
い
て
、

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間

を
み
る
場
合
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
同
じ
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
を
計
算
す
る
と
き
に
、
保
険

料
免
除
の
承
認
さ
れ
た
期
間
が
あ

る
場
合
に
は
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
場
合
と
比
べ
て
免
除
な
ど

の
種
類
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
を

１
と
す
る
と
、
全
額
免
除
期
間
は

２
分
の
１
、
４
分
の
３
免
除
期
間

は
８
分
の
５
、
半
額
免
除
期
間
は

４
分
の
３
、
４
分
の
１
免
除
期
間

は
８
分
の
７
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
21
年
３
月
以
前
に
免

除
を
受
け
た
期
間
は
、
全
額
免
除

免
除
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

▼
問
合
せ
　
加
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年
金
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所
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保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
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０
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８
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期
間
は
３
分
の
１
、
４
分
の
３
免

除
期
間
は
２
分
の
１
、
半
額
免
除

期
間
は
３
分
の
２
、
４
分
の
１
免

除
期
間
は
６
分
の
５
で
計
算
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
と
納
付

猶
予
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
資
格
期
間

に
は
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な

い
カ
ラ
期
間
に
な
り
ま
す
。

追
納
で
年
金
額
を
ア
ッ
プ

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
を
承
認

さ
れ
た
期
間
や
学
生
納
付
特
例
や

納
付
猶
予
を
承
認
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
あ
と
で
経
済
的
に
ゆ

と
り
が
で
き
た
と
き
に
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
し
て

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
に
関
す
る
注
意
事
項

①
追
納
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認

さ
れ
た
月
か
ら
起
算
し
て
10
年

以
内
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
（
例

え
ば
、
平
成
29
年
４
月
分
は
平

成
39
年
４
月
末
ま
で
）

②
追
納
で
き
る
期
間
の
順
序
は
、

原
則
と
し
て
先
に
免
除
さ
れ
た

期
間
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

学
生
納
付
特
例
期
間
及
び
納
付

猶
予
期
間
は
、
ど
ち
ら
を
優
先

し
て
納
め
る
か
を
本
人
が
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

③
保
険
料
の
免
除
若
し
く
は
納
付

猶
予
を
承
認
さ
れ
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

と
き
は
、
承
認
を
受
け
た
当
時

の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
　
平
成
29
年
度
に
追
納
す
る
際
の

保
険
料
は
、
表
の
通
り
で
す
。

追
納
の
手
続

　
追
納
を
希
望
す
る
と
き
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
追
納
申
込

書
」
を
加
古
川
年
金
事
務
所
ま
た

は
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
に
提
出
し

ま
す
。
こ
の
「
申
込
書
」
に
は
、

自
分
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の

期
間
を
確
認
し
て
記
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
追
納
の
申
し

込
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
厚
生

労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
の
ち

に
、
通
知
書
と
納
付
書
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。

▼
必
要
書
類
な
ど

①
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
も
の

②
認
め
印

※年金のこと、もっと詳しく知りたい方は、日本年金機構のホームページもご利用ください。
http://www.nenkin.go.jp/

※平成27年度・平成28年度は追納加算額はありません。

追納保険料額（月額）

平成19年度

〃　20年度

〃　21年度

〃　22年度

〃　23年度

〃　24年度

〃　25年度

〃　26年度

〃　27年度

〃　28年度

15,040円
15,160円
15,250円
15,510円
15,290円
15,140円
15,120円
15,270円
15,590円
16,260円

11,280円
11,370円
11,430円
11,630円
11,460円
11,350円
11,340円
11,450円
11,690円
12,190円

全額免除
学生納付特例
若年者納付猶予

４分の３免除

7,520円
7,570円
7,620円
7,750円
7,650円
7,570円
7,560円
7,630円
7,790円
8,130円

半額免除

3,760円
3,790円
3,810円
3,870円
3,820円
3,780円
3,780円
3,810円
3,900円
4,060円

４分の１免除
▼
問
合
せ
　
企
画
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
６

み
ん
な
の
知
恵
を
持
ち
寄
っ
て
〜 

行
政
懇
談
会

み
ん
な
の
知
恵
を
持
ち
寄
っ
て
〜 

行
政
懇
談
会

　
町
長
・
幹
部
職
員
が
地
域
に
出
向
き
、
町
の
将
来
像
で
あ
る

「
ま
ち
が 

い
き
い
き 
き
ら
め
く
は
り
ま
」
の
実
現
に
向
け
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
直
接
住
民
か

ら
お
聞
き
し
、
今
後
の
町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
す
る
も
の
で
す
。

※

行
政
懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
意
見
の

一
部
を
、
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
「
平
成
29
年
度
予
算
に
つ
い
て
」

宮
北
自
治
会
　

７
月
９
日

午
後
７
時
〜
８
時
50
分

　
宮
北
公
民
館

　
参
加
者
28
人

■開催■

行
政
　―

町
長
よ
り
平
成
29
年
度

予
算
内
容
（
主
要
事
業
等
）
に

つ
い
て
説
明―

自
治
会
　
喜
瀬
川
の
川
底
は
土
で

底
上
げ
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ

る
が
、
水
害
の
恐
れ
は
な
い
の

か
行
政
　
現
時
点
で
は
水
害
の
心
配

は
な
い
が
、
土
砂
が
た
ま
っ
た

と
き
は
県
に
浚
渫
を
要
望
す
る

自
治
会
　
全
国
に
女
性
町
長
は
何

人
い
る
の
か

行
政
　
７
０
０
以
上
の
町
が
あ
る

な
か
で
現
職
は
７
人

自
治
会
　
65
歳
以
上
の
人
口
は
何

％
か
。
ま
た
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
入
所
の
斡
旋
は
町

が
す
る
の
か

行
政
　
７
月
１
日
現
在
、
65
歳
以

上
は
26
・
27
％
で
９
千
０
９
２

人
入
所
の
調
整
は
緊
急
度
な
ど

を
考
慮
し
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
行
う

自
治
会
　
シ
ル
バ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
が
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
困

る
の
で
、
普
段
か
ら
知
識
を
得

て
お
く
必
要
が
あ
る

行
政
　
「
シ
ル
バ
ー
情
報
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
は
３
年
に
１
度
改
訂

し
、
広
報
と
一
緒
に
全
戸
配
布

し
て
い
る
。
今
年
度
改
訂
で
あ

り
来
年
４
月
に
配
布
す
る
予
定

自
治
会
　
加
古
川
管
内
の
事
件
が

10
年
程
前
に
比
べ
減
っ
て
い
る

が
、
播
磨
町
は
増
え
て
い
る
の

だ
が

行
政
　
加
古
川
警
察
に
よ
る
と
、

犯
罪
件
数
が
増
え
て
い
る
と
い

う
よ
り
検
挙
数
が
増
え
て
い
る

と
の
こ
と

自
治
会
　
福
祉
会
館
の
風
呂
は
今

後
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
事
前
に
住
民
の
意

見
も
聞
い
て
予
算
編
成
を
し
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た

行
政
　
福
祉
会
館
の
入
浴
施
設
は

延
命
化
を
図
っ
て
き
た
が
、
老

朽
化
が
激
し
く
、
再
生
さ
せ
る

に
は
か
な
り
の
投
資
を
要
す
る

た
め
、
こ
の
よ
う
な
結
論
に
至

っ
た
。
今
後
は
、
入
浴
施
設
以

上
の
も
の
を
展
開
し
て
い
き
た

い
　
　
ま
た
、
来
年
度
予
算
で
も
こ

れ
ま
で
と
同
様
、
行
政
懇
談
会

な
ど
で
挙
が
っ
た
意
見
を
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い

自
治
会
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
の

風
呂
の
使
用
料
金
は
安
い
が
、

駐
車
場
代
が
か
か
っ
て
し
ま
う

行
政
　
無
料
に
す
る
と
本
来
の
利

用
者
が
使
え
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
有
料
に
し
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運

行
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
検
討
し
た

い
自
治
会
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状

況
は

行
政
　
防
犯
カ
メ
ラ
は
施
設
管
理

の
一
環
と
し
て
設
置
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
道
路
に
は
設
置

し
て
い
な
い
。
自
治
会
が
設
置

す
る
場
合
は
、
県
と
町
か
ら
補

助
を
し
て
い
る

自
治
会
　
少
子
化
が
進
み
、
人
口

減
が
す
す
ん
で
い
る
。
若
い
世

代
を
取
り
込
む
な
ど
の
施
策
は

行
政
　
総
合
戦
略
と
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
作
成
し
、
少
子
高
齢
化
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
合
計
特
殊

出
生
率
は
上
昇
し
て
お
り
、
人

口
も
前
回
の
国
勢
調
査
で
は
県

下
で
２
番
目
の
伸
び
率
だ
っ
た
。

ま
た
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
整
備
に
努
め
て
お
り
、
そ
れ

が
町
の
魅
力
と
し
て
、
定
住
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
る

自
治
会
　
待
機
児
童
は
ど
う
か

行
政
　
幼
稚
園
で
は
い
な
い
が
保

育
園
に
は
い
る
の
で
、
新
規
保

育
所
の
再
度
の
公
募
を
検
討
し

て
い
る

自
治
会
　
隣
近
所
で
助
け
が
必
要

な
人
の
情
報
を
、
大
ま
か
な
も

の
だ
け
で
も
知
ら
せ
て
ほ
し
い

行
政
　
今
年
度
「
要
配
慮
者
実
態

調
査
」
を
行
う
が
、
本
人
の
同

意
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
提
示
す

る
の
は
困
難

自
治
会
　
土
山
駅
線
路
側
の
駐
輪

場
が
い
つ
も
満
車
で
あ
る
の
で
、

増
や
せ
な
い
の
か

行
政
　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
東
側
に
も

駐
輪
場
が
あ
る
。
ま
た
、
北
側

に
は
民
間
の
駐
輪
場
が
あ
る
の

で
、
民
業
圧
迫
に
な
ら
な
い
よ

う
に
考
え
て
い
き
た
い

し
ゅ
ん
せ
つ
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